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Abstract 

Social marketing practices and research efforts to address health issues have been accumulating over the past 

decade in Japan and elsewhere. The theme of our second symposium, held in Fukushima in September 2023, 

was the use of social marketing to promote positive health behaviors in society. Three panelists introduced the 

latest research findings and methods implemented in Japan to promote desirable changes in health behaviors 

of the target population. Following each panelist’s presentation, a designated discussant and the participants 

explored how to implement research evidence in society and how to translate practice into research. We aim to 

continue deepening our insights into the relationship between health behavior and social marketing. 

 

要旨 

近年、健康課題の解決にソーシャルマーケティングを用いた実践と研究の蓄積が一段と進んでいる。2023 年 9 月

に福島で開催された本学会の第 2 回となるシンポジウムは、社会における人々の健康行動を促すソーシャルマーケ

ティングの活用がテーマであった。3名のパネリストが、人々の健康の維持と増進のために望ましい行動への変容を

促すために社会で実装した様々な知見・手法を、最新の研究エビデンスとともに紹介した。各パネリストの発表を踏

まえ、指定討論者と参加者で、研究エビデンスをどのように社会に実装していくのか、また実践をどのように研究に
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していくのかといったことを議論した。今後も、健康行動とソーシャルマーケティングに関する洞察を深化させてい

くことを目指したい。 

 

キーワード： ソーシャルマーケティング、健康行動、エビデンス-プラクティス ギャップ、身体活動、進化心理

学 

Keywords:  social marketing, health behavior, evidence-practice gap, physical exercise, implementation, evolutionary 

psychology 

 

 

1. 序文 

 近年、健康課題の解決にソーシャルマーケティングを用いた実践と研究の蓄積が一段と進んでいる。ソーシャル

マーケティングとは、より良い社会を目指し，個人やコミュニティ，そして社会全体にとっての社会的価値（social 

value）の創造をとおして，望ましい行動への変容を促進するための体系的，学際的な枠組みを言う［1］。2022 年に

ヘルスコミュニケーション学関連学会機構の傘下に発足した日本ヘルスマーケティング学会は、2022 年の第 1 回シ

ンポジウムより、健康課題に資するソーシャルマーケティングの実装例を扱ってきた［2］。2023 年度は、ヘルスコ

ミュニケーションウィーク 2023～福島～において、第 2 回となる学術大会とシンポジウムを開催した。今回のシン

ポジウムのテーマは、「健康行動とソーシャルマーケティング－望ましい行動を起こすための仕掛け」で、人々の健

康の維持と増進のために望ましい行動への変容を促すための様々な知見・手法を、3 名のパネリストが最新の研究

エビデンスとともに発表した。それぞれの発表に対して指定討論者がコメントをした後、研究エビデンスをどのよ

うに社会に実装していくのか、また実践をどのように研究にしていくのかといったことを議論した。 

 

2. 第 2 回学術集会・第 2 回シンポジウム「健康行動とソーシャルマーケティング: 望ましい行動を起こ

すための仕掛け」 

福島で開催された第 2 回日本ヘルスマーケティング学会学術集会シンポジウム「健康行動とソーシャルマーケテ

ィング――望ましい行動を起こすための仕掛け」は、会場がほぼ満席になるほど大勢の方々が参加し、質疑応答も活

発で、当該分野の関心の高まりを感じる充実した時間となった。 

本シンポジウムの狙いは、健康課題の解決にソーシャルマーケティングを用いた実践と研究の最前線を紹介し、研

究エビデンスをどのように社会に実装していくのか、また実践をどのように研究にしていくのかを議論することで

あった。パネリストは、（株）キャンサースキャンの福吉潤さん、東京大学大学院医学系研究科 公共健康医学専攻 健

康教育・社会学分野 保健社会学講座の鎌田真光さん、東京大学大学院医学系研究科 医療コミュニケーション学分野

の奥原剛さんである。また、指定討論者を、同志社大学商学部、ソーシャルマーケティング研究センターの瓜生原葉

子さんにお願いした。 

はじめに、福吉潤さんが、「エビデンス・プラクティス ギャップを埋めるためのソーシャルマーケティング」とい

う演題で、研究成果をいかに社会に実装してきたのかについて話した。福吉さんは民間企業のマーケティング担当か

ら公衆衛生の世界へ入り、ソーシャルマーケティングの実務家として、行政のがん検診受診率向上の支援など、エビ

デンスに基づく実践を牽引してきた実績を持つ。講演では、行政の人員不足などの課題に触れながら、行政・ソーシ

ャルマーケティングの専門家・研究者の協働の重要性について論じるとともに、その活動の根底にしっかりとしたエ

ビデンスがあることの重要性を強調された。 

次に鎌田真光さんが「ソーシャルマーケティングを活用した身体活動促進の実践的研究」という演題で、成果を上

げたご自身の実装研究を紹介した。運動不足をなくすための数々の研究の中でも、島根県雲南市における多面的地域

介入は、世界で初めて成功したクラスターRCTとして国際誌でも注目を集めた研究である。地域レベルで 4.6%以上の

運動実践を上昇させた背景には、地域住民との協働体制の構築や、緻密なマーケティング戦略があった。この他、ス

マートフォンアプリを用いたプロ野球チーム応援とウォーキングを組み合わせた仕掛け「パ・リーグウォーク」も紹

介し、成功の理由としてチームへの貢献意識が内発的動機づけになっていたことを示唆された。 

最後に登壇した奥原剛さんは、「進化心理学に基づく健康行動を促す仕掛け」として、人間の根源的欲求に訴求す

る健康行動メッセージの効果と可能性を、様々な実証研究とともに紹介した。従前の病気回避メッセージの繰り返し

では、受け手がメッセージ疲労を起こして行動意欲が削がれる可能性があるため、それを防ぐためにも、病気回避以

外の欲求に訴求するようなメッセージを考えることは重要であると述べられた。また、こうした研究から得られる知

見の蓄積から、健康行動を説明・予測する統合的な枠組みを構築できる可能性も示された。 

3 名のパネリストの発表の後、瓜生原葉子さんが、3名のパネリストの発表のエッセンスを、ソーシャルマーケテ

ィングの理論と紐づけながら振り返り、本シンポジウムの主題である、研究エビデンスをどのように社会に実装し、
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また実践をどのように研究にしていくのかという観点から、その過程でのチャレンジや取り組むべき課題について

コメントされた。 

上記のように、人々の健康の維持と増進のために望ましい行動への変容を促すための様々な知見・手法を、最新の

研究エビデンスとともに紹介していただいた後での会場とのディスカッションは大いに盛り上がり、時間切れにな

るほどであった。 

3名のパネリストとコメンテータの発表内容の詳細は、本誌において、それぞれが総説として紹介する。 

 

3. 結語 

 日本ヘルスマーケティング学会の第 2 回学会でのシンポジウムの概要を報告した。盛会であったシンポジウムを

踏まえて、運営委員会では第 3 回シンポジウムの企画を検討している。次回もヘルスコミュニケーション学関連機

構の他の分科会との相乗効果を期待して、多くの方々のご参加を願っている。 
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